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青年期女性が理想とする体型における骨量の評価予測

文 　谷 　知 　明

は じ め に

我が国の��歳代女性の低体重（やせ）者の割合は，
��	�年が�
���，����年が�����，����年が���
�で
あり��，近年，やせの割合は増加傾向にある．これ

は，理想とする体型が細身になりつつあることの現
れといえる．それに伴い，神経性食欲不振症（拒食
症）や体重減少性無月経��，貧血��などの健康障害
が社会問題化してきている．
ところで，体重または体型（���，肥満度）と骨量

との関係についての報告は幾つかみられ，高校生��，
大学生��，中高年者（閉経前および閉経後）��いずれ
の対象においても正の相関関係が認められている．
つまり，荷重負荷は健康度指標の �つである骨量に

プラスに作用している��ことになり，適正体重を維
持することが望まれる．一般に，骨量が最大になる
のは��歳代後半から��歳前後である��ことから，青
年期までに骨量を高めておくことは骨粗鬆症予防の
観点からも重要である．
そこで本研究では，��歳前後の青年期女性が理想

とする体型を調査するとともに，その体型における
骨量を予測し，今後の予防的な健康指導に活かせる
資料を得たいと考えた．

方 法

�．対象および調査・測定項目

栄養士養成校に通う女子学生に対し，現在と同身
長での自分が理想とする体重（以下；理想体重）を
記名式の質問紙により調査した．次に，骨量を超音
波骨量測定装置（ �����社製アキレス，測定部位；右
足踵骨）を用いて測定した．本装置では，骨密度を
反映する超音波伝播速度（����� �� �����；���；
���� ）��と，骨硬度や骨梁構造を反映する超音波
減衰係数（�����!��� "�#������� $##����#%��；

�"$；����&'）�� が出力され，両者を統合した
�#%(����が次の式により算出される．�#%(���� )

*�"$� +�,� ����- *���� �� �	�,� ���	 	�．こ

の �#%(����を骨量指標とした．
そして，記載漏れのない有効回答および骨量値

が得られた+	
名（年齢�����歳；�������+歳，身
長�+	���+�
 �，体重+��
����./）を本対象者とし

た．身長，体重は骨量測定時に計測し，���0 ����

����1（./���，以下；���）を求めた．現実 ���

は��������であった．また，同身長と理想体重より
理想 ���を算出した．
�．統計処理

現実 ���と �#%(����の関係は，最小二乗法によ
る二次回帰式として求めた．重相関係数（2）の有
意水準は + �未満とした．また，理想 ���は平均
値（標準偏差）および��，�+，+�，�+，��パーセン

タイル値で示した．
�．倫理的配慮

本調査および測定はヘルシンキ宣言の主旨に沿っ
て実施した．調査ではその目的を明示するとともに，
プライバシー保護の約束，集団としてまとめること
を説明し同意を得た．また，骨測定については測定
方法，安全性についても十分に説明し同意を得た．

結 果

図 �に現実 ���（説明変数）と �#%(����（目的

変数）の関係を示した．0 ) �������1� - +��
1 -

���� *2 ) ������ � � �����,の二次回帰式が得ら
れた．
表 �に理想 ���の平均値と +種類のパーセンタ
イル（��，�+，+�，�+，���）値を示した．平均値は
�	��であり，パーセンタイル値は同順に���
，�	��，
�	�	，����，���
であった．
表 �には，表 �に示した理想 ���（平均値，��，

�+，+�，�+，���タイル値）に加え，現実���の平

均値����および成人の標準�����を，得られた二次
回帰式に代入することにより骨量を推定した．その
結果，理想���（平均値）の �#%(����は	
��であり，
パーセンタイル値は同順に	���，	���，	
�+，	���，
	��	であった．また，平均現実 �������の値は	���
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図 � 現実 ���と �����	

の関係

表 � 青年期女性の理想 ���

表 � 理想 ���における �����	



であり，標準 �����のそれは����であった．なお，

全対象者の平均 �#%(����は		�������であった．

考 察

一般に女優体型の ���は��，モデル体型は��で
あるとされ，青少年期女性の理想は女優体型である
ことが指摘されている�
����．本対象者の理想 ���

の平均値は�	��であることから，平均的にはこの女
優体型を理想としていることになる．また���タイ
ル値は���
であり，概ね��人に �人はモデル体型に
憧れていることがわかる．浦田�
�によると，女子
大学生の普通群（�	�+≦��� � �+��）の�����と低

体重群（��� � �	�+）の�+�+�が自己の体重認識は
「太め」であり，「やせ」を志向しているとされる．ま
た，藤瀬���は女子大学生を対象に，五肢択一（かな

り痩せ・やや痩せ・標準・やや太め・かなり太め）に

よる理想体型の自己評価調査を行ったところ，女性
の���
�が「かなり痩せ」を，���	�が「やや痩せ」
を選択したのに対し，男子学生の「魅力を感じる女
性の体型」は，
��+�が「標準」で最も高く，次いで
「やや痩せ」�+�	�であったとし，男女間に差がみら
れたことを報告している．現在の青少年期女性はマ
スメディアの影響を大きく受けている���ことから，
今後，男性と女性の評価の相違が報道されるように
なれば「理想体重」が上向き，「標準体重（成人の場

合，�����）」に近づいていくことも期待される．
ところで，低体重（やせ）に関連する健康障害������

は数多くみられる．一般に，運動を伴わず減食のみ
で体重を減らすと，骨格筋量が維持・確保できない
ため，体重に対する体脂肪の割合が高くなる「隠れ
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肥満」���になりやすくなり，通常の肥満者と同様に
生活習慣病の早期発症につながる恐れがあるとされ
ている���．また運動を伴わない低体重は，骨への
力学的ストレスの減少による骨量低下につながりや

すい ��．さらに極端な低体重では，体重減少性無月
経��いわゆるエストロゲン分泌の低下が起こり，骨
吸収の亢進そして骨量低下へとつながりやすくなる．
つまり，荷重負荷は骨量に対しプラスに作用するた
め，定期的な運動を有する者はそうでない者に比し
骨量が高い��ことになる．そこで今回は，運動・ス
ポーツ系ではない集団として栄養士養成校の学生
を選び，検討することにした．その結果，全対象者
の平均 �#%(����		��は先行研究���に示された骨量

とほぼ同等であり，本対象者が同年代の平均的集団
であることがわかった．ここで，この集団が平均理
想 ���である�	��（身長��� �ならば
	�
./に相
当）をめざすとした場合，�#%(����は	���（平均現
実 �������値）から	
��に約 + �低下することにな
る．また，���タイル値の���
（身長��� �ならば


�+./に相当）をめざすとした場合は約 � �の低下
となる．
一般に，骨量が最大になるのは��歳代後半から��

歳前後であり，最大骨量に達した後はゆるやかに減
少し，閉経（+�歳前後）によって著しく減少する傾
向がみられる��．そのため，骨粗鬆症予防の観点か
ら考えると，最大骨量をなるべく高い水準にしてお

くこと �������が望ましい．しかしながら，現時点で
はやせ願望が急激に収まるとは考えにくく，青少年
期に骨量を十分に高めることなく最大骨量年齢を過
ぎる者が現れることが懸念される．ある調査�����に
よると，脂肪量と骨量は相関せず，除脂肪量と骨量
は相関するとされる．言い換えれば，骨格筋量と骨
量は強い関係にあるということになり，両者を刺激
する運動は極めて重要ということになる．したがっ
て，今後は低体重を容認するとしても，小学校期か

ら身体組成が適正に維持し得る，運動・スポーツ���

を絡めた指導・教育が重要であるといえよう．なお，
そのためには健全な食生活が基本にあることは今さ
ら述べるまでもないことである．

本研究に際し，多大な協力を賜りました朽木勤氏（明治

安田厚生事業団ウエルネス開発室室長），ならびに女子学

生の皆様に厚く御礼申し上げます．
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